第17回佐々木治夫杯争奪北海道将棋連盟支部対抗戦　前夜祭
小学生お好み対局
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　　　　　　　　　　　　　　未来の北海道棋界を支える
　　　　　　　　　　　　　　前途有望な小学生2人が

　　　　　　　　　　　　　　熱戦を繰り広げました。
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ワンポイント解説
	[image: image4.jpg]


A

	　ここで後手が△7五歩と仕掛けたのは時期尚早で、玉の囲いを優先するべきでした。先手としては、▲6五歩か▲4六角として、居玉をとがめにいくのが有力でした。本譜の▲同歩は、高山くんの素直な性格が今回は裏目に出てしまったかもしれません。

	[image: image5.jpg]


B

	　ここで▲6五歩と打った手が疑問手でした。自陣の整備と大駒の活用を優先するべきでした。具体的には▲7七角、▲7九玉が指しておきたい手。これならまだまだ難解な中盤戦が続いていたでしょう。本譜は、銀交換に乗じて手順に角を6四に繰り出した後手に形勢が傾いたようです。

	C

	馬取りにひるまず、△7六桂と打ったのが寄せの決め手でした。以下は一気の寄せで後手玉は即詰み。98手で後手小橋くんの勝ちとなりました。


	苫小牧支部　中條幹事長の総評

　子どもらしく、ひるまず元気よく攻め合った将棋でした。二人とも将棋の筋がとてもよいです。自陣の整備をしてから、攻撃を開始することを心がければ、さらに上達するでしょう。今回の対局をきっかけに、二人が互いを高めあうライバルになってもらえれば幸いです。快く対局を引き受けてくれた高山くん、小橋くん、ありがとうございました。




お好み対局　棋譜


▲高山優希くん


△小橋辰哉くん


▲７六歩  △３四歩　　


▲２六歩  △４四歩　　


▲４八銀  △４二銀　　


▲５六歩  △５四歩　　


▲５八金右△６二銀　　


▲６八銀  △５二金右　


▲７八金  △３二金　　


▲６九玉  △４三金右　


▲６六歩  △３三銀　　


▲６七金右△７四歩　　


▲７七銀  △３一角　　


▲７九角  △７三銀　　


▲３六歩  △７五歩A　　


▲同　歩　△同　角　　


▲６五歩　△４二角　　


▲６六銀　△６四歩　　


▲５五歩　△６五歩　　


▲同　銀　△５五歩　　


▲４六角　△７四歩　　


▲５五角　△５四歩　　


▲３七角　△６四歩　　


▲７六銀　△４五歩　　


▲５七銀　△４四銀　　


▲２五歩　△３五歩　　


▲２六角　△３六歩　　


▲３八飛　△５三角　　


▲３六飛　△３四歩　　


▲３九飛　△１四歩　　


▲５九角　△４一玉　　


▲６五歩B△７五歩　　


▲同　銀　△６五歩　　


▲７四歩　△６四銀　　


▲同　銀　△同　角　　


▲３七角　△同角成　　


▲同　飛　△５五角　　


▲３九飛　△９九角成　


▲３三歩　△同　銀　　


▲７三歩成△同　桂　　


▲７四歩　△６六香　　


▲６八歩　△６七香成　


▲同　歩　△８九馬　　


▲７三歩成△９二飛　　


▲７四角　△３一玉　　


▲６八玉　△７六桂C　　


▲７七玉　△８八銀　　


▲同　金　△同　馬　　


▲７六玉　△７五歩　　


▲同　玉　△８四金　　


▲６四玉　△５五馬　　


まで98手で


後手小橋くんの勝ち





苫小牧支部　小学5年生


小橋辰哉くん








旭川支部　小学6年生


高山優希くん








←対局前、笑顔でリラックスしている二人。内心は燃え上がっていた？





真剣な表情で盤面を見つめ、読みに没頭する二人。ギャラリーに囲まれた中でも堂々として立派でした!→








